
 

 

 

 

 

石割さんといえば、島唄！ 🎶 かなの家祭りでも石割さんと言さんのコラボレーションで、 

お祭りを盛り上げてくれました。 

Q 石割さんが楽しみにしていることはなんですか？ 

A 歌を聞くこと。横井さんがとってくれた歌… 

あと、お風呂に入ってテレビを見て寝ることが 

楽しみ！ 

Q  運動が得意な石割さんですが、何の運動が一番 

好きですか？ 

A 西ケ谷で走ることが一番好き！頑張って走るのが 

好きなんだ…あと毎日、ラジオ体操をおうちのほう 

でね、やってる。お父さんと一緒にやるのが楽しい 

んだ！ 

Q 皆さんに伝えたいことはありますか？ 

A 仕事を頑張りたい！みんなに会えるから 

…会えると嬉しいから。 

みんなに会うのが石割さんの元気の源になっているようです。” 石割さんありがとう！  

心がポッと暖かくなるインタビューでした。                        （ハル）  

 

 

 

 

 

 

 

お忙しい中を 粉石けん 早速お送り頂き ありがとうございました。 〔かなたより〕で皆様の 

お元気な笑顔に励まされています。お元気で良いお年をお祈りしています。 

                 ― 神奈川県鎌倉市 ○○○○修道院様 －  （2018.12.10） 

  

 2019 年の年越しをかなせっけんとかなシャンプー、かなリンで楽しく過ごせました。 

かなシャン、かなリンの小さなセットを考えてください。おねがいします。 

― 北海道札幌市 ○○ 恵理様 －     （2019. 1. 4） 

 

 

・鎌倉の修道院様はかなせっけん発足の 1991 年当初よりご利用いただいています。生態系を大切にしたエコロジカルな 

修道生活を行っています（ホームページより）。又、かなの家の初めての黙想会（現リトリート）はこちらで行われました。 

・札幌の恵理様は先の胆振東部地震の際、被災地にかなせっけんのシャンプー、リンスを送ってくださいました。 

ありがとうございました。 「小さなセット」・・残念ですが、薬事法上この小さな作業所では認可されない仕事です。 

2019はる 
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「かなの家インタビュー」 ～ 石割友貴さん ～ 

インタビューに応える 石割さん 

かなの家まつりの定番・島唄！ 

啓さんの描いた障害者差別解消法 

の本の宣伝（？）  石鹸工場にて 

我が家では毎年元旦に目標を作っています。友貴の目標は今年も焼津マラソンに出場するように、毎週月曜日に西ケ谷 

でのマラソン練習を頑張る事です。そして毎朝町内の広場でのラジオ体操、月 2 回の水泳に行っています。 

上手に表現する事が苦手ですが頑張り屋の友貴をこれからもよろしくお願い致します。 

― ご両親からコメントをいただきました － 

日
にち

にちのおたより 
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大沢 仁 師 東京都立川市出身 

「アワたてちゃいけないよ」   東京三多摩地域のアクセントで     

 

  

 

大沢 仁さん（匠）の誠実な仕事への想いが作業に繋がっています。 

還暦を過ぎても仕事への情熱は保ち続け、匠は毎日元気にいろんな仕事

場へ向かいます。年を重ねつつ匠の技も毎日の積み重ねで培ってきました。  

 

かなの家を担う次世代のなかま達にも慕われている存在です。作業を一

生懸命に取り組む姿が他のなかま達にもしっかりと伝わっています。 

          

 

 

 

 

 

 

                             

          

 

 

かなの家の石鹸やかなの家のなかまの皆さんのことをもっと多くの方々に 

知っていただきたいと思い、この記事の掲載を始めさせていただきました。 

日頃より多くの皆様のご協力とご理解、ご声援を頂き心より感謝いたします。 

かなの家の商品を末永くご愛用いただけますよう願っております。 

写真／ げん  文／ ハル   

 

匠 ； 大沢仁 師・・歌って踊れるゴールデンエイジ。 小さな花の絵と芸術舞踊（？）をこよなく愛す。 

台所用せっけん 

（液体せっけんボトル 600ml） 

ヤシ油から作られたヤシカリ石鹸 

 

加里石鹸液 1 ドラム 

（180ｋｌ）から、他の容 

器に小分けする。 

その原液 45％に対し 

純水 55％を加える。 

 

 

ドラム缶のさび、汚れを防ぐため、

漉してプラスチック容器に移す。 

若いもんには任せられない所。 

 

慎重に液体石鹸をボトルに注ぐ眼差しからは匠ならではの想いが感じられ、 

ゆっくり丁寧に取り組みます。「泡を立てないように入れるのが難しいんだよ。」 

泡が立たぬよう、液体石鹸の入れ方にも匠のこだわりがあるようです。 

若手のなかまの皆さんへは「ま～、皆でがんばって！ ねっ！」と 

一言添えてくれました。これからも匠の技でなかまの皆さんと一緒に 

かなの家の石鹸を支えていってほしいです。 

台所用せっけんボトル詰め作業 



 

 

 

はじめまして。能登部直美です。 

初めて私がかなの家を訪問した時、ある仲間から「北海道から UFO

で来ましたか？」と質問され、次に顔に突然生クリームをつけられ、

しまいにはイカ踊りを強烈にリクエストされ、かなり恥ずかしかった

ですが披露させてもらったりと、非常に刺激的な時を頂きました。 

それから二年の月日を経てその刺激的な時は私の日常となりまし

た。 毎日笑いを頂き、時に確信ある言葉にはっとさせられたり。仲間

同士の関わりは本音でぶつかり合いそして許し合い。そんな 裏表な

い関係性を作れる仲間がいるかなの家。 

 

ここには導かれて来たとしか思えないのです。 

それはある仲間が教えてくれました。弱っていく彼を中心に出来た大きな大きな

愛によって、間近にいた私にも溢れ出した愛が注がれ、心が温かさで一杯に。この

事は私の人生において大切な出来事となり深く胸に刻まれています。 当たり前の

ような小さなこの幸せは、私には大きな幸せです。 

その思いを大切にできるかなの家が、私は大好きです。 

家庭のアシスタント  能登部 直美（のとべ なおみ） 

 

日々洗濯 

 

かなのすまいで洗濯機が回らない日はありません。

日曜日も休むことなく洗濯します。いぶきとこころは、

なかまがそれぞれ自分で洗濯することにしていて、つ

どいではアシスタントが全員分まとめて洗っています。

衣服は下着以外そんなに頻繁に洗わなくていいもので

すが、汚れ物を溜めない習慣がつくように、入浴のたび

に上から下まで全部洗濯に回す決まりにしている人も

いて、毎日とにかく大量です。             

ここ静岡市葵区の安倍口周辺は風の強い日が多く、

晴れていれば洗濯物は比較的早く乾きます。でも雨が

続くと、前回のものが乾かないうちに次のを干さなけ

ればならなくなって、家じゅういたるところに洗濯物

を吊るすことになります。布団を洗う必要が出たり、お

客様の宿泊が重なってシーツが大量に出たりすると、

干す場所がありません。 さいわい今年は乾燥機を買

ってもらえることになりました。雨の日の憂鬱からサ

ヨナラできる日ももうすぐです。   

（ 畠中 ・はたなか）

 

 2019 年ラルシュかなの家カレンダー5 部 早速お送りいただきましてありがとうございました。 

 とても気に入っています。希望が湧き、明るい気持ちになれます。感謝と祈りと共に。 

― 神奈川県横須賀市 ○○ 教子様 －  （2018.11.30） 

 

 

 

みんなで大笑いした日、思いっきり喧嘩した日、熱い石けんの塊を踏み続けた日、しょんぼりした日、久しぶりに出会えた日 

そんなありのままの一日一日を支えて頂き、見守り励まし、時には叱ってくださる皆様からのお便り。  

― 新人紹介 ― 

すまいのくらし ⑦

日
にち

にちのおたより 

 



「私が一人の人間として、言い換えると自分の強さと弱さをもったままで受け入れられ  

愛されていると分かった時…に初めて、私も他人に心を開き、他人のかけがえのなさ 

を認めることができます。」       ～ジャン・バニエ『人間になる』p113 

 

 自分の存在がまるごと受容され、安らぐことができるなら、今度は他の人たちの存在に向き合えるようになります。 

落ち着ける場をもちながら、頑なにならず、開かれた柔軟な心でいたいと思います。                    川﨑 真奈 

 

 

                                               

 

 

 

かなの家ファミリーの皆さんへ 

 お久しぶりです。いかが、お過ごしでしょうか。 私は現在、カナダの東部に 

ある、L’Arche Homefires と言う共同体で生活しています   

Homefires（※1）には、作業所を

含むプログラムが３つと、なかまの人

の一人暮らしをサポートするプログラム、そして、すまいが５軒あります。

私はその中のエマオと言うホームで,７人のメンバーと一緒に暮らしていま

す。性格や考え方だけでなく、文化や習慣から生まれる違いに出会うことも

多く、日々、学びと発見の連続です。 

 

でも、ラルシュの文化と言うのがあるのでしょう。小さな出来事から、

かなの家で過ごした日々の思い出が甦ってくることがあり、かなの家で出会

った一人ひとりのことを懐かしく思い出しています。 

まだ 帰国の予定は分かりませんが、日本に戻った際には、かなの家を

訪ねて、また、みんなに会えたら良いなと思っています。 

いのりとともに。 愛実より           2019 年 2 月 

 

                           

 

 

 

       

 

 

  

 

 

封書で野村さん宛にお手紙をいただきました。野村さんの許可を得て、冒頭のごく一部を転載させていただきました。 

逗子の啓志様は 2005 年より、ずっと途切れなく「麦飯石せっけん」や「台所液体せっけん」をご注文頂いています。 

長期にわたるご愛顧ありがとうございます。 

真奈さんは京都で牧師さんの家庭に生まれ育ちました。今は大阪の大学院生さん、みんなの大切な友達です。 

カナダからの 

ラルシュカナダ 

アシスタント 

垣原 愛実さん 

ホームのメンバーと日帰りドライブ

（左） 

雪だるまのおしゃれを手伝う二人 

同じホームのアシスタントと。 

コーンメイズ（※2）にて 

 

 

日
にち

にちのおたより 

 

 野村安一様  きれいな「ありがとうカード」を送っていただきまして、ありがとうございました。描いていただいた絵は、

来年 72才になるじじいには、安倍川に浮かぶ 3人乗りのカヌーか、あるいは、月を目指して夜空を飛んでいく飛行船の

ように見えました。乗っている 3人の表情がそれぞれ違っているのも、なかなかいいですね。       【後略】 

－ 神奈川県逗子市  ○○○ 啓志様 － （2018.11.8） 

※1 健やかなホームで生まれる 温かさを意味するそうです。  

※2 トウモロコシ畑の一部を切り取って作られる迷路 

 



ジャンバニエとラルシュのなかまの言葉 

 

ラルシュの創立者であるジャンバニエのメッセージ

を動画で見る機会がありましたのでご紹介します。 

現在、ジャンバニエは高齢と病気で入院しているの

ですが、入院する少し前の言葉だと思います。 

ジャンバニエはこう言っています。 

「私たちの世界は恐れの時代に入っています。他人

が恐いのです。多くの政党（フランス）も恐れから成

り立っています。境界線の内側で安全のために閉じこ

もる世界を私たちは作っています。 

どうしたら恐れを少なくすることができるのでしょ

うか？ これはとても大きな問いかけです。私たちは

グループが恐いのです。グループには顔がありませ

ん。ですので、グループにいる人には、顔があるとい

うことを知る必要があります。顔には目があり、その

人には心があるということを。 そのために出会いの

場を作ることが大事です。その出会いがみんなを癒し

ます。それが唯一の解決策です。出会い、そして友に

なるのです。友情を作ることが課題なのです。 

友情を作る時、絶対に相手を変えたいと思ってはい

けません。壁の向こうにいる人と出会うことが大事な

のです。その出会いをとおして、私たちは変わってい

けます。他人の違いを受け入れることで、お互いに変

わっていけるのです。もっと人間的になるよう成長す

るために。 

もちろん単純ではありません。暴力があるからで

す。しかし、暴力から非暴力の出会いを生み出すこと

ができるのです。ただ、私たちは安全と思えることが 

 

 

 

 

必要ですので、安心して出会うことができる場を作ら

なければなりません。そうした出会いによって感じる

優しさや暖かい心が、私たちの心の火を消していくの

です」 

 

 

 もうひとつご紹介したいインタビューがあります。

カナダのラルシュのアシスタントが、なかま（障がい

を持ったメンバー）に質問をしている動画の内容で

す。 

アシスタント： 私たちラルシュコミュニティで

は、一緒にいる賜物をどのように

してお祝いしますか？ 

なかま   ： 喜び，そして友達。 

アシスタント： 友達といると、どんな気持ちにな

りますか？ 

なかま   ： 幸せに感じます。 

アシスタント： 私たちラルシュコミュニティは、

お互いの違いをどのようにお祝い

しますか？ 

なかま   ：（耳にふれながら）聞くことで。 

 

ジャンバニエの言葉やなかまの答えが、ラルシュコ

ミュニティを作っていく道しるべを示してくれます。 

恐れと出会い、そして違いを聞き合い、友になるこ

と。これからもここ静岡でラルシュの価値を模索して

いきたいです。            

（言・げん）

   

 

 

Ｌ‘Ａｒｃｈｅ Ｃａｎａｄａ 

 

https://www.facebook.com/larche.canada/photos/a.613138455382297/2537448972951226/?type=3


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラルシュ・かなの家 

〒421-2114  静岡市葵区安倍口新田６５－５  TEL ０５４－２０６－０８３０  FAX ０５４－２９４－８０７０ 

E-MAILlarchekana@s9.dion.ne.jp  WEBhttps://larchejapankana.localinfo.jp/ 

             ブログ;larchekananoie.blog.fc2.com 
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0 0 8 2 0 - 8 - 1 5 3 0 0 8   かなせっけん  （せっけん等 代 金 お支 払 い用 振 込 ）  

２月に第１４回かなの家カップサッカー大会

が行われました。なかまたちは大会の２週間

前に発表されるチーム分けの時から大盛り上

がりです。だれといっしょで、うれしいとか

嫌だとか、アシスタントも一緒にチームに入

るのでアシスタントのだれといっしょなの

か、「絶対に勝つぞ！」「どこのチームには

絶対負けない！」と掛け声があちこちから上

がります。 

 

続 アシスタントな ひとこま その 7 

 

試合当日になると、得点をとってなかま同

士で大喜びしたり、エキサイトしすぎて手

で相手を突き飛ばして、イエローカードを

もらうなかま、アシスタントもなかまと一

緒になって点をとって大盛り上がりな１日

でした。          

（豊・ゆたか） 

早速にせっけんをお送りくださりありがとうございました。暖かったり冷えたり定まらない天気が続い

ておりますが、皆様お変わりなくお過ごしでいらっしゃいますか。 

こちらは山桜が新緑の山の中で、淡いピンクで彩りを添えてくれております。土筆、ワラビ、こごみ、

タラの芽と、旬を味わっております。                 

― 兵庫県宝塚市  ○○ 洋子様 －  （2016.５.6） 

日
にち

にちのおたより 

宝塚の洋子様も 1 頁の修道院様と同じく 1991 年当初より石鹸をご利用頂くだけでなく、多くの方々に声を掛けて

くださいました。少なくとも夏とクリスマスの 2 回はご寄付を下さり、かなせっけんはまもなく 30 年になろうとして

いますが、その間途絶えることなく今も支え続けて下さっています。 

編集； 杉山 晴子（ハル）  林 健二           発行； 社会福祉法人ラルシュかなの家 
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